
（公財）北海道サッカー協会 御中  

2026 年 10 月 ８ 日  

2026年度 第 6回（通算第 16回）地域審判トレーニングセンター 

レフェリーアカデミー【北海道】事業報告 

報告者：髙橋陽斗（十勝地区）  

 

【日 時】2026 年 ９ 月 12 日（土）９ 月 13 日 (日)  

【場 所】帯広北高等学校、清流の里福祉センター、幕別町運動公園陸上競技場 

【参加者】審判員：伊藤唯翔（12日のみ）、二谷夢翔、 髙橋陽斗  

インストラクター：今川一輔 氏（RAI）伊藤真也 氏（RAI） 岡田渉 氏（RAI）  

【テーマ】「北海道のトップリーグを担当できる審判員に成長したことを証明する」 

 

9月 12日（土） 

8:20 集合 帯広北高等学校 

 

10:00 試合実践① 

2026 U18プリンスリーグ北海道 

帯広北高等学校 vs 北海高等学校 R：二谷 A1：髙橋 4th：岡田 RAI 

〈自己分析〉 

次の展開を予測した動きができていたと思う。そのため結果的に説得力がある判定をすることができ

たと考える。今までは出し手がキックモーションになったときに走り出し、走り出してから受け手を探

していることが比較的多かった。今回や受け手の状況とその周りの選手の位置、スペースなどを走り出

す前から認知することができたため、最終的な争点に無駄な動きがなく、スムーズに入ることができた

と思う。ただし、試合を通してコーナーエリア付近

の事象に近づくことができなかったので、次の試合

までにはコンディションを調整してどんな場所で

も近くで監視できるように走りたい。 

 

〈INS分析〉担当 INS：今川 RAI 

必要に応じた動き出しとスプリントは魅力的で、

プリンスリーグの展開スピードに見合った動きの

質と量でした。また、PA付近の事象を判定する際の

動きも成長が感じられて良い動きでした。 

 

12:00 アカデミー生がアセスメント 

2026 U18ブロックリーグ道東 1部 

帯広緑陽高等学校 vs 帯広北高等学校 2nd R：岡田 RAI  A1：今川 RAI A2：伊藤 RAI 

〈アカデミー生による分析〉 



二谷、髙橋が試合を見ていて感じた疑問点やど

のように声掛けをしたのか等、普段聞くことがで

きないことも聞くことができて良かった。特に、

選手へのマネジメントに関しての声かけで、スロ

ーインの再開位置での「前に出ない」や「ここか

らです」等の声のトーンや雰囲気は Rだけでなく

AR も協力して行うことによってレフェリーチー

ムとしての信頼感が増すことにつながっていた

と感じた。振り返りで今川氏からいただいた「岡

田さんがやりやすいようにサポートした」という

言葉は、信頼関係を築く上で心に残しておくべき

言葉であると学ぶことができた。 

 

14:00 移動・昼食 

 

15:00 試合振り返り 

 

16:00 講義「コーナーキックマネジメント」担当：伊藤 RAI 

 本講義ではコーナーキックが蹴られる前、蹴られた時、蹴られた後に項目を分けてそれぞれどのよう

なことが起こりうるかを書き出し、ブラッシュアップすることができた。実際の試合ではコーナーキッ

クになりアウトオブプレーになった時こそ何が起こりそうかを監視して適切なタイミングで適切な対

応ができるように、今回まとめたことを頭に入れて何が起こっても対応できるようにしたい。 

 

17:00 諸連絡・解散 

 

9月 13日（日） 

11:20 集合 幕別町運動公園陸上競技場 

 

13:00 試合実践② 

2026北海道サッカーリーグ 

十勝スカイアース vs 札大 GP R：髙橋 A1：二谷 4th：伊藤 RAI 

〈自己分析〉 



自分のコンディションはウォーミングアップの段階から体が軽く、思いっきり走りきろうという思い

で臨んだ。大差はついたが、試合を通して大きな問題を起こさず試合を終えられたことは良かったと思

う。この経験を糧とし残りのシーズンをやり切りたい。61分の負傷対応はスムーズな再開につなげるこ

とができなかった。競技者が治療を断ろうとも担架を入れる判断やチームメイトに協力してもらうなど、

行うべきことをまとめ、冷静に対応できるようにしたい。 

 

〈INS分析〉担当 INS：岡田 RAI 

判定の安定性はもちろんのこと、マネジメントの部分がこの試合では特に評価できる点です。競技規

則の改正によるスローイン・ゴールキックのカウント、その他プレーを再開させる掛け声などストレス

がありませんでした。一方、すぐに改善できる点として負傷や交代のスムーズさが今回の課題だと感じ

ました。競技者にかける言葉一つで誤解を生んで主審の首を絞める事もあります。引き続き、どんな言

葉をどのタイミングで競技者にかけるべきか、考慮してください。声をかけた後にどのような結果、状

態にもっていきたいかを想定できれば、発する言葉は決まってくると思います。ただし、威圧的な言動

は不可です。 

 

15:10 試合振り返り 

 

15:50 諸連絡・解散 


